
表1．切断対象物と切断性能一覧（NFPA）

A B C D E

1 × × × ×
2 × × × ×
3 × × × ×
4 × × × ×
5 × × × ×
6 × × × ×
7 × × × ×
8 × × × ×
9 × × × ×

NFPAクラスのアルファベットは形状区分、続く数字は性能区分を表しています。

S700E2 「NFPAクラス A8/B9/C8/D9/E9」の場合、A(丸鋼)の性能区分8、B(平鋼)の性能区分9（以下同様）の切断性能を有することを示し、

丸鋼：直径38.1mm、平鋼：厚み9.53mm×幅152.40mm（以下同様）のものは少なくとも切断できることを表します。
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表2．切断対象物と切断性能一覧（EN）

A × ×
B × ×
C × × ×
D × × ×
E × × ×
F × × ×
G × × ×
H × × ×
I × × ×
J × × ×
K × × ×

A～Kの性能区分は、各対象物に対して該当する数値の寸法を切断することができることを表します。

S700E2 「ENクラス J」の場合、丸鋼：直径36mm、平鋼：厚み10mm×幅130mm（以下同様）のものは少なくとも切断できることを表します。
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